
 

52 

11 番 児  玉   受付番号４番、質問議員11番、児玉洋一でございます。 

一般質問通告書にのっとりまして、質問をさせていただきます。 

件名。１、「丹沢湖周辺の地域振興をどう考えているか」。 

２、「町設置型浄化槽特別会計事業の将来は」。 

１、歯止めのきかない人口減少と少子高齢化。山間地域においてその影響

は極めて大きく、若者は地域を離れ、残されるのは高齢者ばかり。 

特に丹沢湖より上流、三保地域では小中学校がなくなり、昨年はとうとう

三保幼稚園も閉園。点在する空き家、全く進まない玄倉林道や秦野峠林道の

復旧、兆しの見えない幹線道路の延伸計画、旧丹沢湖ビジターセンターや森

林館・薬草園などの遊休施設の活用、工事業者撤退後の旧ハイツ＆ヴィラ跡

地計画など、地域課題を挙げたら切りがない。 

こうした課題解決のためには、この地域がどうあるべきなのか。明確な将

来計画、グランドデザインが最も重要であると、そう考え質問する。 

１）閉園後の三保幼稚園はどうあるべきと考えているのか。 

２）旧丹沢湖ビジターセンターや森林館・薬草園の活用計画は。 

３）旧ハイツ＆ヴィラ跡地活用計画は。 

４）課題解決に向け、外部有識者を交えた協議会を発足しては。 

２、町設置型浄化槽事業は、三保ダム・丹沢湖の水質保全のため、高度処

理型合併処理浄化槽の設置・整備を含む維持管理を町の特別会計で運営をし

ている。 

令和５年６月、それまで本事業を希望した地域住民に対し、突如として維

持管理費を個人に払い下げる、そうした旨のアンケートが配布され、住民は

大変困惑していることから、これまでの経過も踏まえ、次の質問をする。 

１）町設置型浄化槽事業の今後の運営をどう考えているのか。 

以上です。 

議      長   答弁願います。 

町長。 

町      長   児玉洋一議員から「丹沢湖周辺の地域振興をどう考えているのか」、「町

設置型浄化槽特別会計事業の将来は」についての御質問をいただきました。 

初めに、１点目の「丹沢湖周辺の地域振興をどう考えているのか」につい
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て１番目の御質問の「閉園後の三保幼稚園はどうあるべきと考えているのか」

についてでありますが、三保幼稚園につきましては、園児数の減少から今後

の保育環境を考え、三保地域の方々と検討をした結果、令和３年度末をもっ

て岸幼稚園に統合をし、閉園いたしました。閉園後の土地と建物は引き続き

教育委員会で管理しております。 

三保幼稚園の建物は、建設後40年以上がたち、老朽化が進んでおり、現在

のところ、建物を含んだ跡地利用については、具体的な計画はありませんが、

今年度策定している第６次総合計画の位置づけを検討し、地域振興につなが

るよう地域の皆様の意見を聞きながら進めてまいりたいと考えております。 

次に、２番目の御質問の「旧丹沢湖ビジターセンターや森林館・薬草園の

活用計画は」についてでありますが、旧丹沢湖ビジターセンターは、平成８

年に県の「やまなみ五湖整備」の一環で開設されたもので、県の緊急財政対

策により、平成26年度末に施設が廃止され、町に譲渡されたものであります。

この旧丹沢湖ビジターセンターについて、町の公共施設等総合管理計画の個

別施設計画では、令和12年度を目途に、施設利用を希望する民間事業者に賃

貸する計画となっており、これまでもいくつかの事業者に施設の活用につい

て打診を行ってまいりました。しかし、施設内の空調設備が大規模なもので

あり、事業者の投資が巨額となることが見込まれたことなどから、事業者へ

の賃貸には至っておりません。また、現在は県営林道の崩落により通行止め

が続いておりますが、将来的には、ユーシンブルーやユーシンロッジととも

に、このエリアを一体として施設を連携させ、活用していきたいと考えてお

ります。 

次に、丹沢森林館・薬草園につきましては、昭和60、61年度に国庫補助を

活用し、「森林の発展と理解、薬草を通じての健康づくり」を目的に開設し

たもので、これまでには指定管理者による施設管理等も行ってまいりました

が、老朽化が進んでおり、活用を検討するためには大規模改修や建て替えが

必要な状況となっております。町の公共施設等総合管理計画の個別施設計画

では、丹沢森林館は令和７年度をめどに、施設の廃止、除却、譲渡について

検討を行うこととなっており、国庫補助を受けた施設であることから、関係

機関に対して用途廃止等の手続を行い、行政財産から一般財産に変更した上
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で、今後の対応について検討したいと考えております。 

次に、３番目の御質問の「旧ハイツ＆ヴィラ跡地活用計画は」についてで

ありますが、「ハイツ＆ヴィラなかがわ」は平成18年３月に閉館し、施設の

解体により敷地が町に譲渡され、現在は新東名高速道路工事事業者に貸し付

けております。 

この旧ハイツ＆ヴィラなかがわ跡地活用については、町の第５次総合計画、

後期５か年計画だけではなく、第３次土地利用計画においても、施設の展開

方針において「地域の拠点としての有効活用の在り方を行政と住民が一体と

なって検討し、各地域の観光への取組などと連携させながら、地域活性化の

きっかけとなるような方策を検討する」、「ハイツ＆ヴィラなかがわ跡地は

水源を生かした観光再生エリアの観光・交流拠点として整備し、三保地域の

観光振興を推進する」と位置づけられております。 

また、新東名高速道路は令和９年度中の開通が予定されており、工事事業

者の撤退はその後になりますが、町では現在、令和６年度を初年度とする第

６次総合計画の策定を進めており、この中でも跡地利用について位置づける

とともに地域の活性化が図られるような方策を地域住民や観光団体とも連携

して検討の上、調整を図ってまいりたいと考えております。 

次に、４番目の御質問の「課題解決に向け、外部有識者を交えた協議会を

発足しては」についてでありますが、三保地域には、遊休施設の利活用や跡

地活用の課題以外にも対処が難しい様々な課題がありますが、三保地域は、

本町にとって重要な観光拠点であるとともに、新東名高速道路（仮称）山北

スマートＩＣの供用開始により、首都圏からの三保地域へのアクセス性が格

段に向上し、観光交流人口の増加が期待されていることからも、地域の皆様

の意見を伺いながら、まずは役場庁舎において地域振興策を検討していく必

要があると考えております。 

現時点においては、町としては外部有識者を交えた協議会の発足は考えて

おりませんが、今後、検討を進めていく中において、外部有識者を交えての

協議が必要と判断した場合には、速やかに外部有識者会議を立ち上げについ

て検討してまいりたいと考えております。 

次に、２点目の「町設置型浄化槽特別会計事業の将来は」についての御質
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問の「町設置型浄化槽事業の今後の運営をどう考えているのか」についてで

ありますが、町設置型浄化槽事業は、平成20年度に設置を開始し、水源環境

保全税を財源に、５年間分の維持管理相当額を県から補助金として前受けし、

以後、余剰分を順次繰越金として次年度に繰り越してまいりました。 

当然、この繰越金はいずれなくなるものであることから、県に対しては、

維持管理経費に対する補助の継続を繰り返し要望してまいりましたが、令和

４年度には、設置済み浄化槽に対する補助は行わない旨の回答がなされたと

ころです。このため、今後の対応策を検討すべく、庁内会議を経て、議会全

員協議会の場でも経過を説明してまいりました。 

本町といたしましては、県への要望を引き続き実施する一方で、資金不足

を回避するためには、安易な料金改定よりも浄化槽を利用者の皆様の所有物

としていただくことで浄化槽使用料の支払いをなくし、維持費の負担が必要

最小限になるものと考え、今後、払下げに関わるアンケート調査を実施させ

ていただきました。 

払下げは一つの案であり、決定されたものではありませんが、現在は、ア

ンケートの調査結果を基に、よりよい対応策を導き出すべく、各利用者宅を

順次訪問させていただき、個別に御意見・御要望の聞き取りをさせていただ

いているところです。 

今後は、利用者の声を十分に踏まえた上で、過度な負担が残らないよう、

具体策を決定してまいりたいと考えております。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   11番、児玉でございます。 

久しぶりにここの席から質問をさせていただきます。今までちょっとしば

らく高い席からでしたので、ここの席のほうがちょっと居心地がいいかなと

思ってるところでございますが、その間、三保地域、私地元の議員でもあり

ますんで、三保地域に関する一般質問等もあまりなかなか出てこなかったの

かなと。逆に言えば私はその以前、ほとんど丹沢湖周辺の質問、観光振興と

か地域振興に関する質問を立たせていただいたと、そんな経緯もございまし

て久しぶりにここの場に立たせていただいておりますが、ちょっと答弁いた

だきましたけれども、全ての答弁において、あまり前向きな、ちょっと残念
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な答弁かなといったところが印象ではございます。 

しかし、今後見据えて、ぜひいい答弁をまた町長からいただけるように、

この再質問の場を通じて、ちょっといろんなやり取りをさせてもらえるのか

なと思ってます。 

初めに、閉園後の三保幼稚園の活用計画はといったところについて、この

辺りは、答弁にもあるように築40年たってるといったところもありますし、

非常にこの辺の建物の有効活用は難しいのかなと思いますが、一応閉園から

１年以上、もうあれから経過をしているわけです。町に関して、今まで具体

的な何か計画とか、そういったもの何か進捗みたいなのがあったのかどうな

のか、まずそこの動きだけちょっと確認をさせてください。 

議      長   こども教育課長。 

こども教育課長   現在、教育委員会のほうで答弁にありますように建物等を管理させていた

だいております。その中で一、二回ほど地域の方から今の建物の様子を見た

いということで鍵を貸出しいたしまして、中を見られたという経緯がござい

ます。 

具体的な何をするかというのは私ども聞いておりませんでしたけれども、

今のところ、その地域の方、見られた方からも具体的な何かに使いたいとい

うような御要望等は、まだ来ていない状況でございます。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   おそらくそのような形かなと、私も認識をしているところでございますが、

答弁の中では、地域の皆様の意見を聞きながらと、地域振興につながるよう

な運営をしていきたいようなことも書かれてはございますが、現時点で町と

して、何かこの、ごめんなさい、三保幼稚園の跡地をこういうふうに活用し

ていったらいいんじゃないかみたいな、何か計画的な思いみたいな、そうい

ったものはありますか。 

議      長   町長。 

町      長   基本的に中学校、そして小学校、そして今度は幼稚園というようなことで

きております。そして基本的には、やはり地域の皆さんの要望というのが、

もともと学校があった地域ですから、そういうものに活用していただきたい

というような要望が強いんではないかというふうに思っておりますんで、町
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といたしましても、できるだけ学校と関係のような、子どもたちに利用して

いただくような、そういう施設がいいんではないかというふうに考えており

ますんで、できるだけそういうあの地域は、できるだけ学校関係、あるいは

教育関係、あるいは子ども関係というような、そういうようなくくりでやっ

ていけたらいいんではないかなというふうに考えております。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   今町長のほうから、学校関係、教育関係、子ども子育て関係、そういった

話もございましたけど、なかなかあの地域に今、そこで子ども、教育やっぱ

り学校、そういった部分に関しての何か再利用というのが、そこを限定しち

ゃうと、なかなかどうなのかなといったところも、正直私の部分、私の考え

ではございます。 

ロケーションが、あそこ丹沢湖のど真ん中ということで、非常にいいとこ

ろではございますから、当然子育てや学校教育を進めていただくことは結構

だと思いますが、もう少し多目的にいろいろ展開ができるような、可能性が

広がるような、いわゆるあそこ学校教育や、その子どもたちの子育ての場だ

けでこれからやっていくよという方針を打ち出されるのかもしれませんけど、

もう少し多目的に利活用を図る。すなわちもっと民間企業であるとか、それ

が地域振興につながっていくであるとか、その辺も含めて地域の住民なり、

また後にちょっと話させてもらいますけれども、そういう関係団体とか、そ

ういう協議体みたいのをつくって、もっといろんな可能性がある事業という

かですかね、その辺を考えていくのも一つの手かなと思うんですけど、その

辺り考え、改めてどうでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   決して、それ以外の方法を指定するものではございませんけども、まず優

先的には、学校の教育地域ということもありますし、そういったことを考え

たときに、そういったことを一つ、先には打ち出すべきではないかなと、私

個人的には思っておりますし、そもそも閉校したときに、鹿島山北高校が来

たのも当然、外部から来ていただいたわけですから、やはり地元で使うとい

うよりも、外部の企業なり何かに、そういう目的で使っていただくようなこ

とを考えたほうがいいんではないかと。 
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また児玉議員がおっしゃるような関係であれば、今この次に出てきます森

林館や薬草園、あるいはそのビジターセンター、様々なところがありますん

で、そういったところが企業さんにとっては魅力のあるところではないかと

いうふうに考えておりますんで。 

私の優先順位としては、まずはそこを募集かけるんであれば、そういった

ような子育てとかそういったような関係がいいんではないかなと。それがい

ない場合には、次のステップに進んだらいいかなというふうに個人的には思

っております。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   まさにそこなんですね。地域住民がちょっと不安というか、あそこをどう

するのよといったところが、具体的にやっぱりデザインされていないと、ア

ナウンスされていないと、何か地域住民の声を待ってるばかりみたいな、今

ちょっとそんな雰囲気さえ感じられるのかなというような思いです。である

ならば、今町長おっしゃられたような、これは、公式の発言をしていただい

てますので、学校教育をメインにそのほか多目的の企業誘致であるとか、そ

ういったところは今後展開を考えていきたい。そのように解釈をさせていた

だきます。ぜひそういった意味でいろんな各方面に、町のほうからアプロー

チを仕掛けていって、公募も含めて、何か民間、外から来る人たちも考えつ

つ、あそこのエリアを、エリアと言えるか、三保幼稚園の跡地を何とか有効

に活用していっていただければなと思います。この辺りは、ぜひ前向きに御

検討いただきたいと思います。 

先ほど御答弁の中で、森林館、薬草園とかその辺の話もありましたんで、

２番目の質問のほうに移ってまいりますけれども、これも私も８年前からず

っと同じ質問、おそらくその前の議員も、同じような質問をしている議員も

いたと思いますが、もう約８年、10年、15年ということですかね、あまりこ

この部分が目まぐるしく変わっていないというか、何かいいアイデアが浮か

んでないなというのが現実かなと思っています。いろんな諸事情は答弁の中

にもありましたけれども、改めてちょっと伺いますけれども、この辺り、以

前からは、ユーシンロッジと抱き合わせでとか、あと森林館、薬草園はもう

かなり傷んでるからちょっと活用は難しいなとかという答弁いただいてるん
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ですが、この辺り、今までどんなようなアプローチが各民間企業なり、先ほ

ど指定管理者なんかもありましたけども、どのような動きがあったのか、そ

して、今後どういうような活用が望ましいのか、その辺りちょっとお聞かせ

いただければと思います。 

議      長   商工観光課長。 

商 工 観 光 課 長   商工観光課については、森林館と薬草園についての所管課という形で、ち

ょっとこれまでの経過を御説明させていただきます。 

森林館や薬草園につきましては、平成18年の９月に、指定管理者制度を過

去に導入させていただいております。20年には、民間事業者が指定管理者と

なって、実際に維持管理、周辺のテニスコートや玄倉ふれあいランド、こち

らもセットにして指定管理のほうをしていただきました。 

しかし、その事業者さんのほうの構想の柱となっていた部分、具体的に言

うと玄倉のふれあいランドの部分なんですが、そこの部分のちょっとキャン

プショップ運営のほうの許認可の関係でちょっと構想が頓挫してしまったと

いうのがありました。その結果、平成20年度の末には、もう指定管理のほう

は受けられないという形で、辞退という形で撤退になっております。 

21年度については、三保地域にある環境整備公社、こちらのほうで、改め

て指定管理のほうを受けていただいたわけですが、その期間も２年間という

限定だったんですが、その２年間の期間をもって撤退という形になっており

ます。 

この撤退の経過につきましては、当時平成22年なんですが、地元の自治会

であったり、地域振興会であったり、そこら辺についても御説明をしていた

だきながらちょっと理解をいただき、求めたというような経過があって、そ

の後は町のほうで直接の維持管理という形だけで管理に努めております。 

以上です。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   旧ビジターセンターは環境課のほうが所管をしておりますので、そちらの

報告をさせていただきます。 

町長の答弁にもございましたけども、平成28年に県から無償譲渡というこ

とで、その間に、令和２年度でございますけれども、大手旅行会社やアウト
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ドア系の業者からいろいろ場所見たいとか、お話をさせていただきました。

また令和４年度では、学校関係、大学関係、こちらのほうは研修施設等で活

用できないかというお問合せもいただいております。 

また町のほうから、大手アウトドアメーカーのほうに、こちらアウトドア

商品ですとか、グランピングとか、レストランとか多角的にやってるところ

ですけども、そちらのほうにもこういった施設があるのでどうかということ

でお話もさせていただいております。 

いずれにしましても、やはりネックとなるのが、あの施設の規模が非常に

大きな規模だということで、年間の維持管理がやはり300から400万、今です

と、もう電気代等含めると500万近くなってしまうのかなと。これだけの維持

管理を支払ってやれる事業というのは、なかなかハードルが高いのかなとい

うことで、この辺がかなりこれまでもネックになっているような状況で、民

間事業者への賃貸のほうに至ってないのが現状でございます。 

以上です。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   １点、玄倉のあの辺の地域になると思いますけど、この辺の地元の人たち

の声、意見というのは、あそこをどうしてほしいとか、ああしてほしい、何

もいじるなみたいな、その辺の声とかというのはあるんでしょうか。 

議      長   商工観光課長。 

商 工 観 光 課 長   私自身がその地元住民でありますが。このエリアについて、どうしてほし

いというようなやつは特段ございません。過去に、チェーンソーアートの拠

点という形で活用していた時期がありました。しかし、チェーンソーとい

う形ですんで、どうしてもエンジンの音がして、音がうるさいというような

御指摘があって、撤退していただいたというような経過はございますが、

直接的に商工観光課のほうに耳に入ってるようなことはございません。 

以上です。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   大変言いにくい答弁ありがとうございました。私も地元の議員でございま

すので、まさに地元の声というのが、やっぱりそこになっちゃうんですよね。

もう静かなんですよ。いろんなことを考えられなくなってきてるというのが、
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高齢化という話もありますけど、現実です。 

さっき、環境課長のほうからいい提案、いいお話もありました。まさに、

私も考えてたところで、やっぱりビジターセンターの跡地、あそこは大学と

か学校とかそういったところの研究施設と、あと例えば１階は農家レストラ

ンであるとか、農地レストランでジビエであるとか、やり方はいっぱい考え

られると思うんですよね。そういったところを、いわゆる複合施設といった

ところになってくるんじゃないかなと思いますけど、やっぱりそういうもの

こそ、行政中心となって産官学ではないですけどね、そういったところ、連

携をしながらいいやり方というか、そういうものを見つけ出していく、なお

かつ、おそらくそういった事業とかに関しては、農村漁村何とかという団体

があったりもしますんで、そういったところから例えば補助金であったりと

か、そういうのを獲得するメニューをうまくはめ込んでいって、なるべく民

間事業者負担も少なく、かつ町の負担も少なく、補助金で何とか運営ができ

る、そんなメニューをちょっと調べながら、やるのも行政中心ではありなが

らも、おそらくそういう専門家いっぱいいると思うんですよ。そういうのを

ちょっと活用してもらって、もう閉ざされたあの辺のエリアを、何とか開発

していっていただきたいと、そういうふうに思ってはいるんですが、町長ど

うでしょう、その辺の考え。 

議      長   町長。 

町      長   地域によって多少の変わりがあるんですけども、特にかつての何ですか、

ビジターセンターとか、森林館、特に玄倉地域においては、どうしてもユー

シンブルー、あるいはユーシンロッジというのは外せないんではないかとい

うふうに考えております。 

知事と話したときも、そこのところに、ユーシンブルーのところにロープ

ウェイのようなものをやったらどうかというような提案もいただきました。

実現するかどうかは分かりませんけども、そういったようなものを設置する

ことによって、奥を皆さんに見ていただく。そしてそれのスタート地点とし

て、玄倉を使うというようなことも、やはり検討事項だというふうに思って

おりますんで。基本的には、スマートインターが令和９年まで延びたという

ことと、そして今現在開通した伊勢原や秦野の市長の話を聞いてみますと、



 

62 

予想よりも相当大勢の人が来てるし、また今までの何ていうんですか、例え

ばキャンプであるとか、様々なものは我々の予想と違って起きてるというこ

とを聞きますと、やはり、あまり拙速にそれを何ていうんですが、こういう

ふうにするというようなことよりも、やはりじっくりと皆さんの意見を聞き

ながら、その時代に合ったものを山北町として計画していったほうが私は最

終的にはいいものができるんではないかなというふうに思ってますんで。焦

る気持ちはよく分かるんですけども、我々としては、やはり、まずは出入口

ですか、清水があそこのところをまずしっかりやることと。そして三保地域

については、御案内のように、やはりハイツ＆ヴィラの跡地であるとか、ビ

ジターセンター、様々なものがございますんで、それらを有効的に、どのよ

うに活用して、そして皆さんの来ていただく皆さんの要望がどういうふうに

変わっていくのか、その辺をしっかり見極めたいというふうに私は思ってお

ります。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   焦る気持ちはお酌み取りいただきたいと思いますけどね。あまりゆっくり

してると、本当皆さんの声を聞きますと言ってる皆さんもどんどんいなくな

ってしまうんで。ぜひ早い段階で、少なくとも明確なビジョンみたいなのが

出てくると大変地域も盛り上がってくるんじゃないかなと思っております。 

森林館についてはちょっと最後、令和７年度をめどに施設の廃止、除却、

譲渡について検討を行うといったところで用途廃止等の手続を行いといった

もろもろもあります。この辺りは具体的にどういうことなんでしょう。もう

その手続が済んだら、解体をして更地にしちゃうとか、例えば今駐車場問題

とか一方ではあるかと思うんですけど、そういったところに活用を図るとか、

そういう考えがあるということなのかどうなのか、ちょっとお聞かせいただ

きたい。 

議      長   商工観光課長。 

商 工 観 光 課 長   こちらの公共施設等の関係です。すみません。総合管理計画での指定施設

廃止等の関係なんですが、まず前段でこちらのほうを先ほども申し上げた

国庫補助で施設を整備しております。国庫補助で施設整備をした場合には、

まず必要な手続という形で、その関係省庁のほうに、除却などの申出等をし
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なきゃいけないような形になっておりますんで、まずここからスタートし、

現状で言いますと行政財産。目的が定まった行政財産になっておりますので、

次に、どのような形で、例えば普通財産扱いにすれば、例えば他の用途に

使いたいというような御相談があった場合、そちらにお貸しすることもで

きます。 

最悪の場合、廃棄等の除却などをする際に、この明確な手続が必要になり

ますんで、まず一度はこちらの手続にのっとった形でやらせていただきたい

と考えております。その後、先ほどのお話じゃないですけど、例えば山北の

イベント、三保地域におけるイベントなんかのときには必ず駐車場問題とい

うのが出てきてしまいます。どうしても駐車場の必要性があるんでしたらば、

そこら辺も視野に入れなきゃいけませんでしょうし、それらも含めて、ちょ

っと調整をさせていただければと考えております。 

以上です。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   児玉です。 

そうですね、駐車場の問題は結構声も高いかと思うので、新たなものを建

てるというような、新たなものを建てて何かで活用するというよりかは、そ

っちのほうになるのかなと。その辺りはこれから、いろんな展開を考えて、

令和７年度をめどにということでございますので、何かお話があれば、また

その機会で伺いたいと思います。 

ハイツの跡地、三つ目ですね、質問の。ハイツの跡地に関係する部分でご

ざいますけども、旧ハイツ＆ヴィラなかがわ、跡地利用ですね。これは答弁

の中にもございました。やはりこれは一番、第５次総合計画後期計画を柱に

第３次土地利用計画においても明確にうたわれてるところなんですよね。

「有効活用の在り方を行政と住民が一体となって検討し云々」とありますが、

これは令和元年度の「町長と語ろうまちづくり」においては、こういう検討

会やるよということだったんだけど、まだまだ開催されてないんだけれども

何でという質問に対して、町長は申し訳ないと。早急に検討を進めたいとい

う御答弁いただいてるようなんですけど、この辺り、これまでのどういった

話がなされたのか、改めて伺いたいと思います。 
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議      長   商工観光課長。 

商 工 観 光 課 長   過去の経緯を今この議員のほうから御指摘ありましたが、こちらにつきま

しては、令和元年度の座談会、町長と語ろうまちづくり、こちらの席でも御

指摘をされていた点でございます。そのときの答弁、跡地活用につきまして

は、観光に特化することなく、地域振興に資するようなものをできないか、

内部検討しますよという形にはしておりました。その後の経過で、皆さんの

御存じのとおりですが、もう新型コロナのほうの関係がありまして、具体的

に、意見交換をしたいというような思いを持って、当時、連合自治会長にも

ちょっと相談をさせていただいたようなこともございましたが、そこにまで

至りませんでした。現状でいきますと、そういった協議の場には至っていな

いような状態でございます。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   実際、もうやれてないんですね。そこをどうのこうの問い詰める必要は、

今は私は思ってございませんが、コロナだからね、コロナだからいろんなこ

とを休んでたからいろんな妄想が膨らむ。いろんなデザインが浮かぶ。やっ

ぱりそういうふうな時間で費やしていただきたかったというのが本音ではご

ざいます。 

やっぱりあそこのハイツ＆ヴィラ、旧ハイツ＆ヴィラの跡地、あそこ中心

となると思うんですね、三保地域のエリアによって。あっという間に工事業

者も撤退すると思うので、ただ更地になっちゃいましただけじゃ何も活用計

画なされてないというだけじゃ、ちょっとあまりにもといったところもある

ので。そこは早急に、まずやっぱりグランドデザインを、観光であるのか、

先ほどあった防災拠点であるのか、またいろんな多目的な利活用が図れるよ

うな施設であるべきなのか、今はやりのデジタルトランスフォーメーション、

そんなものを利用した、例えばドローンの基地であるとかね、何かいろんな

アイデア、材料はあるかと思うんですよ。当然それに伴った補助金、国・県

からの支援なんていうのも絶対あると思うので、その辺もやっぱり検討をし

ていくと、それも含めて、これはこのまま４番目の質問のほうに移っていき

ますけど、やっぱりそれも含めて、町だけ地域のだけで考えるというんじゃ

なくて、その専門家が絶対いますから、その専門家を雇って、魅力あるあそ
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この利活用計画も図っていただきたい。もう本当これに尽きるんですけど、

改めて、その辺り、町長どうですか。 

議      長   町長。 

町      長   おっしゃるように、やはりハイツ＆ヴィラの跡地というのは、非常にもう

三保にとっては、一番広くて、そしてまた大事な土地だというふうに考えて

おります。ですから跡地利用については、様々な考え方があるというふうに

思っておりますけども、一応町の考えとしては、令和９年まで鹿島建設さん

がお借りになってる。そして、どうやら撤退までに２年ぐらいかけるという

ことですから、令和11年あたりが一つの建設の始まりになるのかなというふ

うに思ってます。そして、また様々なイベントがある中で、今防災でそうい

ったような防災拠点というのもありますけれども、基本的にはおそらく運動

場というんですか、あそこは多分そのまま何らかの形で残さなければいけな

いだろうというふうに思ってますし、様々なイベントの中で、駐車場をやは

り両方塞ぐんではなくてどちらかを残さないと、いろいろなイベントのとき

に、駐車場で困ってしまうというようなこともありますんで、そういったこ

とを含めながら検討してまいりたいというふうに思ってます。 

有識者会議については、当然そういうような形になれば、必要だというふ

うには思っておりますけど、しかし実際にオファーが来るのは民間会社が非

常にいろいろなところできてます。そしてあそこまで広くなくても、もう少

し手頃な工場とか、そういうのを探してる業者も数多くいらっしゃいます。

そういう中で、一番大事な土地でありますんで、ハイツ＆ヴィラの跡地につ

いては、地域の皆さんと、そしてまたそういったような専門家を交えたとこ

ろで相談していかなければいけないというふうに思いますけども、いずれに

しても、やはり民間企業なり、そういったものの意見も採算性があるかどう

か継続して、その事業をやったときに可能かどうかというのは、一番、民間

事業者が、一番そのうち分かってることでございますんで、そういった意見

も参考にしながらやっていきたいというふうに思っております。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   地域運営に関しては、これは手元に資料があるのが、今年の３月ですか、

これは総務省がまとめた地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する調査
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研究事業の報告書なんていうのがありますけれども、これも全国的でも、そ

して山北町でも、協定を結んでる村上市なんかでも、積極的にやっているよ

うですけれども、やっぱり地域運営組織を外部団体を交えてしっかりとやっ

てると。そこにはやっぱり行政が事務局であったりとか、何ですか、ファシ

リテーターみたいな形で、いわゆるイニシアチブをしっかり取って、運営を

しているってこともあるようなので、その辺りを、他の事例なんかも参考に

させていただきながら積極的に進めていただきたいなと思ってございます。

そこには、おそらく先ほどから何度も繰り返しますように、補助金であると

か、助成金であるとか、そういったメニューも豊富だと思うので、その専門

家を含めて、ぜひその辺りは前向きに検討していただければなと思ってます。 

二つ目の町設置型浄化槽事業、この辺りに移ってまいります。この辺につ

いては、先日答弁の中でもありましたし、先日全員協議会の中でも、議員に

はあらかた説明をいただいています。 

承知はしている部分ではございますが、改めてざっくりでも構いませんの

で今後の運営、こういった金額がこれから足りなくなってきて、このような

ことを考えているんだよ、というので大まかで結構ですので、改めてお願い

いたします。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   浄化槽事業ですけども、県の水源税を財源にしてやってきた事業でござい

ます。ただ昨年度、もう設置した浄化槽には補助を出さないよということを

正式にお答えをいただきましたので、この事業をどうしていかなきゃいけな

いかということで、今後考えていかなければいけません。 

一応、全員協議会の中でも説明はさせていただきましたが、令和７年度に

は赤字に転じる予定なので、今年度とかですね。ですから町から補助がなく

なるということと、皆さんそういうことを知ってくださいという意味で取り

まして、突然ですか、アンケートを取らさせていただきました。大変御迷惑

かけて失礼いたしました。 

ただ、アンケートを取ることによって、少し皆さんが考えてることという

のはこちらでも把握をできましたので、これからそのアンケートでもらった

ことで、よく意見が多かったことについては回答を作って、費用なんかは、
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このぐらいかかると資料をそれぞれの家に作って、１軒ずつ聞き取りを行っ

て、この事業をどうしていったらいいかということを一緒に考えていきたい

と思っているような状況でございます。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   ちょっとすみません、金額の部分で、令和７年から赤字に転じる見込みと

ありました。令和８年度から大きくちょっとそこの部分の金額は、大体こち

ら、私手持ちの資料では分かるんですけれども、一般質問でこういう公の場

ではございますので、大体で、約で構いませんので、令和７年度からこれぐ

らいの金額が足りなくなってくるよと、いわゆる使用料に関して、使用料に

対して、浄化槽の整備事業自体がこれだけ出てくるので、赤字がこれだけで

すと、その辺りだけ御提示いただきたいと思います。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   議会の全員協議会で提出された資料によりますと、令和６年度で収入が

1,040万程度で、支出が98万程度なので、ここまでは何とか黒字できる。令和

７年度になりますと、収入が579万円とか、支出が989万円なので、ここで赤

字に転じます。令和８年度には収入が100万ちょっとで、支出が900万とかな

るので、800万ぐらい赤字になる試算になっております。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   あまりお金の話はあれなんですけど、本当そこのところが、おそらく町、

少なくとも地元の住民はあまり見えてなくて、実際いくら足らないんだと。

仮に個人払下げ、そんな話ちょっと聞いてねえんだけど、個人払下げしたら

自分の負担はいくら負担になるんだといったところが、多分そこのところで

混乱が生じて、私も説明には上がりましたけれども、でも、そもそもどうな

んだと言ったところ、県のその補助金がなくなったから、町は何もしないで

個人に払下げなのって。そういう考えはどうなのよといったところから、今

回質問に上がらせていただいてるところなんですね。 

なんで、私がこれこの間頂いた、自分の例えば７人槽、あれでいくと、大

体浄化槽の使用料は3万9,600円。これは変わりないと思うんですが、これに

プラスして法定検査や保守検査、この辺りの維持費がかかってくるので、6万

四、五千円の年間のプラスになるんじゃないかなと思うんですけど、やはり
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そのようなお話を今、上下水道課を中心に各地域に回っている。そういう解

釈でよろしいですか。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   １軒ずつ資料を作りまして、設置が古いところから順次お回りして、お話

を聞いたり、説明をしているところでございます。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   これ確認なんですけど、個別説明文、この文書の中では、払下げは御了承

いただいた方のみお願いするもので、その際、覚書を変更し、無償譲渡とし

ますと。これ御了承いただけなかったらどうするんですか。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   その辺、まだ決定事項ではないので、ちょっと書き方がよくなかったかと

思われます。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   それ以上やめます。 

あとは確かに今課長の答弁ございましたけど、ちょっとやっぱり誤解を招

きやすいんですよ。やっぱりうまく地元住民が理解を、ここの部分に関して

理解をしていないといったところがあるんですよ。多分これ調べると、この

辺りも答えにくいのかもしんないけど、そもそもの話ですよ、そもそもの話

はこれ丹沢湖の水質をきれいにしましょうと言ったところで、県が始めた事

業だと思うんですね。そこを町がどこまで認識しているのかといったところ

だと思うんですけど。いわゆる排出される何ですか、単独浄化槽を使用して

いたときと、高度処理型に変えたとき、このＢＯＤ排出量であるとか、リン

除去装置がついてというような形になってくると、その辺の違いが、今まで

やってきた、今まででよかった浄化槽をわざわざ高度処理型に変えた。そこ

の県がエビデンスというんですかね、そういったものを持ち合わせてるのか

どうなのか、そこが分からない。要はきれいになったのというのが、そこが

分からないんですけど、そこお願いします。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   この問題、結局は、相模川のほうに四つの湖があります。酒匂川には１個

と、丹沢湖がございます。この事業を始めるときに、相模湖のほうはアオコ
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が大分ひどくて問題になったんですけど、神奈川県としては一緒の湖なので、

同じような扱いをしたいということで事業を実施されていった経過がある

のかなと私は思ってます。 

ただ、それで水質がよくなったかというところなんですけど、児玉議員か

ら質問がございましたので、県のほうに少しデータを取り寄せました。ネッ

ト上のデータですと、相模湖のほうは明らかによくなってるというデータが

あるんですけど、丹沢湖のほうはちょっとはっきり分からないようなデータ

なんですね。細かいデータを頂いたらリンについては、もともと丹沢湖そん

なにないんですね。ですので、リンについてはほとんど分からないです。た

だ、窒素については、若干下がってるようなデータが出ています。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   そうなんですよね。私も一生懸命調べたんですけど、なかなかデータが出

てこないと、先ほど黒岩知事とのお話があって、データが重要だと言ってた

割には、県はデータをなかなか示されてないというのが現状なのかなと。や

っぱりそこはエビデンスをしっかり持っておいていただかないと、せっかく

今まで使ってた浄化槽を高度処理型に変えたのに、水質は全然変わりません

でした。維持管理は町が持ってくれるからやったけれども、いよいよ県から

の補助金がなくなってきたから、すみません、個人に払い下げますって。な

かなか納得がいかないんじゃないですかというのがやっぱり地元住民の反応

だと思うんですよ。いろんなアンケートとか調査を伺ってると思います。そ

の辺の反応はどうですか。少なくとも私にはかなりそういう声は入ります。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   アンケートなんですけど、115件ほど発送してます。実際については121件

ですけど、町が持っている浄化槽もございますので、公衆便所とかについて

いるところもございますので、発送は115件で、回答があったのが62件です。

50件は何も回答が来てません。 

62件のうち主な回答の反応が、反対が21、いろんな質問が31件、特になし

が10件です。意見の中に多かったのがちょっと約束が違うとか、払下げなん

か聞いて、当然です、それは言ってませんので。あと、これから老朽化にな

るんで費用がかかっていくんじゃないか、その辺が心配だとか、あと実際自



 

70 

分の料金が管理したらどのぐらいかかるのとか、そういったものが多かった

と思います。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   すみません、残り10分になりましたので、ちょっとまとめに入っていきま

す。 

おそらく伺ってるのは、町も私も同じような声を伺っている。だからこそ

ここに立たせていただいています。やっぱり町の姿勢をちょっと見たいんだ

と思うんですよ。話は分かった。だけど町は何もここでアクションを起こさ

ないで払下げになっちゃってるのといったところがちょっと不信になっちゃ

っているんで。例えば町の税収の中からでも三保ダムのダムの砂利採集税と

か、ああいう三保だけに使えるような税金、税収を少しそっちにカバーであ

てがうとか、そういう考えみたいなのは一切検討がなされないのか、ぜひそ

の辺をある程度、町のアクションとして、ちょっと必要じゃないかなと思う

んですけど、その辺り、お考えが、お答えができればお願いいたします。 

議      長   町長。 

町      長   基本的にまだアンケートを取ってる段階ですから、どういうようなことに

なるか決定しておりませんけれども、私の考えとしては、まず高度処理型が

県のほうがやった事業ですので継続してくれるのが一番いいだろうと思って

る。しかし、それを継続しないというようなことになりますと、高度処理型

じゃなくて、今までの普通の合併浄化槽というようなくくりに変えていただ

けないかということが一つ、そしてそのために費用負担が一般の今までの合

併浄化槽を使ってる皆さんと同じレベル、それをオーバーする分については

何らかの手当をしなければ駄目だろうというふうに考えてます。 

それから、当然高度処理型の合併浄化槽ですから故障等が考えられます。

それもやはり町が何らかの形で、100％補助できるかどうか分かりませんけど

も、やはり責任があるというふうに考えておりますので、その二つを御理解

していただければ、何とか一般の普通の合併浄化槽を設置してる方の費用負

担と同じぐらいの費用負担でやっていけるというようなくくりの中で御理解

をしていただければありがたいなというふうに思っております。 

議      長   副町長。 
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副 町 長   すみません。高度処理型、なぜ。思うんです、なぜ丹沢湖だけなの。小田

原で水を取って、それで飯泉で取って、横須賀、川崎に行くんです。じゃあ

清水地区、共和地区の一部はどうなの。酒匂川は汚れますよ、同じです。 

ですから、町長が前から言ってるんだけど、県が丹沢湖をやる分について

はそれはいいでしょうよ。だけど、じゃあ丹沢湖から小田原までどうなのと

言ったときに同じなんですよね。ですから、一般の浄化槽というふうに払い

下げていっちゃう。県が維持管理費を出すということだった。使用料は町へ

払ってもらいますけれども、普通の浄化槽の掃除とかそういうお金はかかり

ませんという話だったんですよ、最初。 

だから、県に対して我々は物を言いたいのは、補助金を出すならば、三保

地区だけじゃないだろうと、下流域も全部出しなさいよ。それで全部高度処

理型にしなさいよと言ってるんですけども、それはできない。その辺のとこ

ろで、それができないんだったらお金を出しなさいと県にそれは言いたいん

です。それをまた言い続けてきました。ですけども、どうしても今よりも２

倍までいかないんですけど、使用料を１.何倍頂かないと、要するにやってい

けない。 

ですから、できるだけ民間に払い下げて、それで町に対しての使用料はゼ

ロになる。町に支払いはゼロ。あとは一般の浄化槽と同じように維持管理費、

清掃料とか、それだけでやっていきましょうよというのも一つのやり方だと

思うし、そこに大きな差が出てきましたら、町で助成するというのは町長の

考え方なんです。その辺を町としても、何も三保地区の方だけに限りじゃな

くて、丹沢湖が水質がよくなる、浄化槽でよくなる、なぜそうなの。小田原

でしょう。じゃあ丹沢湖が出たところから、神縄から小田原までどうなの、

普通の浄化槽で出してるんですよ、みんな。おかしいでしょう、誰が見ても

おかしいですよね。 

その辺のところを我々は言いたいし、言い続けてきています、県に対して。

ちょっとその辺のところを、できるだけ民間にただで払い下げるんなら無償

なんですけれども、無償で払い下げても普通の浄化槽の清掃とか、それにか

かる経費は払ってもらいますけど、使用料は今度はゼロになる。差がすごく

あった場合は町で見ましょうということは、町長が言ってます。その辺のと



 

72 

ころで、まだ決定はしてないんですけども、できるだけやっていきたいとい

うふうに思います。 

議      長   児玉洋一議員。 

11 番 児  玉   町長並びに副町長のほうの熱い気持ちは、今しっかりと受け取らせていた

だきました。いずれにしても、県のやった事業に対しては水質保全といった

ところが大義名分であるわけですから、そこは我々水源地としては、ぜひ強

くこれからも県に対してもしっかり訴えていっていただきたい。そこはぜひ

これから進めていただきたいと思います。 

最後に、いずれにしてもここの部分、慎重に進めていただく、対話も含め

て交えて、やっぱり進めていただきたいと思いますので、ここは担当課も大

変間に挟まれて御苦労だと思いますけれども、ぜひお願いいたしたいと思い

ます。 

こういうかなり今難しい時代だからこそ、町長がリーダーシップを取って、

かじ切りをしっかりしていただいて、将来の明るいグランドデザインも含め

て、この丹沢湖周辺や県西地域、並びに全体をいろいろブランディングして

いく必要があるんじゃないかなと思います。 

最後に、町長のほうからその辺も含めて御自身のこれからの三保地域、丹

沢湖周辺地域のエリアの地域振興、この辺り御答弁をいただいて終了といた

します。 

議      長   町長。 

町      長   ありがとうございます。当初の予定ですと、箒杉までの４か所の道の拡幅

がさすがに終わってるだろうと思ったら、まだ１か所しか終わってなくて、

非常に苦労しておりますけど。間違いなくやるということは県のほうでも言

ってますので、時間については非常に申し訳ないなというふうに思ってます。 

三保地区に関しては、やはり今キャンプとか、あるいは様々なもので非常

に大勢のお客さんが来ております。これがスマートが開通したときには、さ

らに何割か、あるいは倍になるか分かりませんけど、そのくらい来るでしょ

うという予測が立ちます。 

それに関して、やはり駐車場が足らない、そして現実問題として、道の問

題は拡幅しなければいけませんけども、そういったようなインフラ整備が追
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いついていってないというのが今の現状でございます。そういう中でどうい

うふうにしてそこを周回させるか、あるいはまたどういうふうにやっていく

かというのは非常に今現在子どもの数が少ないとか、いろいろ児玉議員から

おっしゃったとおりでございますけど、しかし、ポテンシャルは非常に高い、

おそらく開通したときには相当のお客さんが来てしまうんではないかなとい

うふうに思ってます。 

そのときにどういうふうに受入れをするかというのは、非常にこれから悩

ましい問題だというふうに思ってます。来てくれるのはいいけど、どこへ止

めたらいいのかと、スマートができるとほとんど車なんですね。車が行った

けどどこへ止めればいいのと、どうすればいいのということが必ず起こるん

ではないかというふうに思ってますので。そういったことを考えながら、一

番いい土地利用も含めて考えていかないと、ただ物を造って、そこに来てほ

しいというだけでは、オーバーになってしまうというようなことが、オーバ

ーユースになるという可能性が非常に高いというんで。その経験としては、

ユーシンブルーが人気になったときに、１日1,000人ぐらい来たわけですね、

1,000人ちょっと。そうすると駐車場は足らないは、いろいろな問題が発生し

て、地域でもむしろ迷惑だというようなことが出てしまいました。 

ですからせっかく、おそらく開通したときには来る予想が立つわけですか

ら、それをどういうふうに地域に生かすかということが、我々としては一番

大事なことだというふうに思ってますので、限られたスペースの中で、県に

も協力していただきながら、駐車場あるいはいろいろな場所の利用というの

はしっかりと考えていきたいというふうに思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 


